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論文及び審査結果の要旨 

本論文は、DC-DC 昇圧コンバータに非線形デッドビート制御を提案し、その有効性をシミ

ュレーションと実験で示し、さらに安定性に関して理論検討したものである。 

DC-DC 昇圧コンバータは電圧を入力よりも出力の方が高くなる電力変換器である。１応用

分野として、宇宙航空機のサーボ用電源の小型軽量化に活用することを検討すると、出力

指令値への高速な応答性と外乱変動に対するロバスト性が要求されてくる。このコンバー

タは、右半平面にゼロ点を持つため、逆応答が本質的に遪けられなく、高速な応答性能は

得られないと考えられてきた。 

本論文では、これを打破するために、以下のような手法により新しい制御を提案した。

第一に、離散時間非線形状態方程式を導出した。第二に、これを用いて電流指令値制御型

の非線形デッドビート制御則を提案した。第三に、外乱補償を上記の電流指令値に追加す

る手法を提案した。第四として、シミュレーションと実験により有効性を実証した。その

結果、100kHz のサンプル周波数、入力 12V、出力 20V、負荷抵抗 4Ωの条件で電圧指令値の

立ち上がり時間 280μ秒、外乱への電圧回復時間 1.46m 秒を遉成した。特に、立ち上がり時

間は現存する文献の最短値の約 1/3 になっており、外乱回復時間と組み合わせると、現時

点ではこのデータが世界最高と思われる。さらに、第五として、安定性の理論解析を行っ

た。 
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論文は英語で書かれており、その構成は以下である。 

第１章は、導入邪であり、これまでの技術の背景がまとめてある。 

第 2章は、文献調査によりこれまで公表された昇圧コンバータの性能比較が行われてい

る。 

第 3章は、主たる貢献邪分であり、非線形デッドビートの提案などの理論がまとめてあ

る。 

第 4章は、電圧制御型のデッドビート制御のシミュレーションと実験である。 

第 5章は、電流指令型の非線形デッドビート制御のシミュレーションと実験である。 

第 6章は、安定性の理論解析をまとめている。 

第 7章は結論である。 

以上より、この分野での新しい知見を与える本論文は、博士(学術)の学位論文として十

分な価値を有しており、合格と判定した。 

 


